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小特集　「デジタル対話」の臨床応用

ウェ ブ カメラを 内 蔵 し て い ま
す。VAは，Mini–International 
Neuropsychiatric Interview 5.0の
日本語版を実施しました（図1B）。
　人間の専門家の設定：人間の専
門家は，精神保健分野で10年以上
の経験を持つ日本人男性臨床心理
士です。彼は刑務所の受刑者に対
する心理療法や，裁判所で被告人
の精神評価を行った経験もありま
す。協力者は，別の実験室で人間
の専門家と会話をし（図1C），会
話の間，協力者の表情がビデオ録
画されました。専門家は，精神科
診断面接非患者版を実施しました。

比較実験での評価指標
　定量的評価：否定的な感情表現
として眼の動きを測定しました。

己開示を，VAと人間の専門家と
の間で比較しました。この研究で
は，定量的データ（否定的な感情
表現）と定性的データ（精神症状
の自己開示）の両方を測定・分析
することで，2つの異なる視点か
ら結果を検討します。

バーチャルエージェントと
人間の専門家の比較実験

　実験協力者：某国立大学の55
人 の 学 生 が 参 加 し て く れ ま し
た。55名の学生のうち，女性30
名，男性25名，平均年齢は22.92
歳（95 ％ 信 頼 区 間［CI］：22.18, 
23.68） で す。 機 能 の 全 体 的 評
定（GAF）の平均スコアは70.25

（95％ CI：68.16, 72.35）でしたの
で，協力者の大部分は非臨床群と
言えます。
　実験デザイン：協力者はVAと
初めに話す群と人間の専門家と初
めに話す群のいずれかに無作為に
割りあてられました。28人の協
力者はVAを先にして人間の専門
家を後に受けました。27人の協
力者は人間の専門家を先に，VA
を後に受けました。無作為化の際
には，協力者の性別，年齢，学部
でカウンターバランスを取りまし
た。
　VAの設定：VAは音 声 対 話シ
ス テ ム（ 図1A） で 日 本 語 音 声
認識システムJulius 4.4.2を使用
しました。このシステムは，500
ミリ秒 ご とに 写 真 を 撮 影 す る

精神保健分野での
バーチャルエージェント

　精神保健分野のバーチャル化
（ユーザーの物理的な存在を計算
によって模擬し，人工的な環境
を作り出すコンピュータ技術の
適用）は半世紀前に遡ります 1。
バーチャルリアリティによる治療
は，すでに不安障害を持つ人々に
治療効果を示しています 2。
　 バ ー チ ャ ル エ ー ジ ェ ン ト

（VA）技術も，言語障害を持つ
人々に治療効果を示しています 3。
VAは，いつでもどこでも，少し
の費用で使用することができま
す。また，VAはビデオ分析を通
じて，顔の動きなどの物理的な
データを調べることもできます 4。
これらのデータによって，面接中
の協力者の否定的な感情表現を詳
細に分析することができます。
　VAは，精神疾患のアセスメン
ト時においても，人間の専門家
に対して優位性があることが示
されています 5, 6。しかし，これ
らの研究では，聴覚のみのVAで
あったり，素人の人間との比較で
あったりして，視聴覚機能を持っ
たVA（図1A, B参照）と人間の
専門家（図1C参照）との比較は
ほとんどされていません。そこ
で，我々の研究では，視聴覚機能
を持ったVA4, 6を利用し，構造化
面接時における実験協力者のネガ
ティブな感情表現と精神症状の自
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図1　実験場面

A　自作したバーチャルエージェント

B　�バーチャルエー
ジェントとの面
接場面

C　�人間の専門家と
の面接場面
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人間の専門家条件の間に記録され
たすべてのビデオは，500ミリ秒
ごとに1つの画像が抽出されてい
ます。VAについては，実験セッ
ション中に撮影された画像（800
×600ピクセル）が収集されまし
た。合計363,718枚の画像を基に
目の動きを解析しました。
　定性的評価：精神症状の自己開
示を評価しました。VAは協力者
に精神症状について質問し，その
開示された症状に基づいて精神障
害を評価しました。人間の専門家
も精神症状について質問し，その
開示された症状に基づいて精神障
害を評価しました。

バーチャルエージェントと人間の
専門家との定量的・定性的比較

　定量的比較として，バーチャル
エージェントと人間の専門家との
間の協力者の眼の運きを比較しま
した。ここでは一例として，VA
場面（図2A）と人間の専門家場
面（図2B）での協力者の顔の動
きを示しますが，VA場面での目
の動きが人間の専門家よりも狭い
ことがわかります。実際，右目の
動きは，VAの方が少ないことが，
統計的検定および効果量から確認
されています。
　定性的比較として，精神症状の
自己開示を比較しました。摂食
障害に関しては4ケースでVAで
は摂食障害と評価されたが，人間
の専門家には評価されませんでし
た。内容を分析した結果，協力
者は女性のVAには重度の症状を
開示しましたが，男性の人間の専
門家には開示しないことが分かり
ました。例えば，拒食症の女性
協力者の1人は，VAには月経が
止まったと報告しましたが，人
間の専門家には報告しませんで
した。拒食症の男性協力者の1人
は，VAには体重が51キログラム
未満であると報告しましたが，人

間の専門家には52キログラム以
上であると報告しました。これら
の4ケースでは，男性の専門家よ
りも女性のVAに月経や体型など
の性関連の話題を開示することが
容易であると考えられました。

精神保健分野でのバーチャル
エージェント

　バーチャルエージェントとの対
話による精神疾患のアセスメント
では，性的話題に関して，バー
チャルエージェントの方が話しや
すいことが示唆されました。その
ため，バーチャルエージェント
は，HIVなどの感染症における感
染ルートの特定に役立ちうる可能
性があります。また，バーチャル
エージェントは対面接触を必要と
しないので，コロナウィルスによ
る飛沫感染のリスクが全くありま
せん。こういったリスクを抑えた
形の面接者としてバーチャルエー
ジェントはこれからも精神保健分
野で導入されていくでしょう。な
お，本研究の詳細はこちら 7の文
献をご覧ください。
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図 2　ある協力者の顔の動き
A　バーチャルエージェント B　人間の専門家




